
 

 

指さしが困難な方には、支援者から指さしをして 

その反応を表情や動作によって確認してください。 

目的：ボードのイラストを指さしをしたり、言葉かけとイラスト(文字)を併用することで、

文字や言葉で意思を伝えることが難しい方やコミュニケーションに配慮が必要な方と 

意思疎通をしやすくするものです。 

何か困っていたり何か伝えたいことがある時には 

正面に回って注意を引いてから、ゆっくりやさしく声をかけてみてください。 

受付担当の方へ 

言葉の意味が通じない時や、相手が何を言っているか分からない時に 

「どうしましたか？」とコミュニケーションボードを見せながら 

聞いてみてください。 

相手にコミュニケーションボードを指さししてもらうことで、 

意思を確認してください。 

 どうしましたか？ 

言葉が話せなくても、文字が書ける方もいます。 

ボードの最後にあるホワイトボード（水性ペン使用）を使ってみてください。 

 ご用件は何ですか？ 

 証明書はありますか？ 

コミュニケーションボードの使い方 


